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イデイッシュ語と英語の相互作用
一予備的概観一
河野徹
1．イディッシュ語の発達
１．１定蕊と現況
イディッシュ語は，中・東欧ユダヤ人（AshkenaziJews）及び世界各地に
四散したその子孫たちが，過去1,000年にわたって使用してきた言語である。
`Yiddish，の語源はドイツ語の‘jUdisch，といわれるが，イディッシュ語で
`ｙｉｄ’は「ユダヤ人」の意味だから，ユダヤ人が話し，ユダヤ的生活と不可分
の言語と考えればよい。この言語の草創期たる10世紀初めから18世紀末のゲッ
トー解放に至るまで，即ちユダヤ人が各居住国の国語を第一常用語として使い
始めるまで，イディッシュ語は，西はオランダから東はウクライナまで，北は
エストニアから南はルーマニアまで，つまりヨーロッパのほぼ全域で，ユダヤ
人の話し言葉として他に比肩するものがなかった。
現在イディッシュ語を国語とする国はないけれども，アメリカ合衆国（ユダ
ヤ系人口570万，以下同様)，イスラエル（347万)，ソ連（157万)，フランス
(53万)，イギリス（33万)，カナダ（31万)，アルゼンチン（23万)，南アフリ
カ（12万)，ブラジル（10万)，オーストラリア（７万５千)，ハンガリー（６
万２千)，メキシコ（３万５千)，ルーマニア（２万６千）等，全世界に散在す
るユダヤ人1,300万の内,(1)いまだに約400万がイディッシニ語を母語(ｍａｍａ‐
loshn）として用いている｡(2)合衆国に限っていうと，イディヅシュ語の話し
手の数はたしかに漸減しつつあるけれども，1980年度の国勢調査で，ユダヤ系
総人口の四分の一に当たる140万人強がいまだにこの言語を母語としてあげて
いる。（３）
1.2系譜
イディッシュ語は，系譜的にいえば，現代標準ドイツ語と同じく印欧語族．
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ゲノレマソ語派・西ゲルマン語の高地ドイツ語に属する言語だが,(`）以下に略述
するとおり，話し手のユダヤ人が，宗教的，学問的伝統の媒体たるへプライ
語・アラム語要素を温存しつつ，移動する度にその定住先の日常語，とりわけ
東欧のスラブ系諸語，米英加濠その他英語文化圏の英語，また中南米のスペイ
ン語と融合を繰り返してきたので，ドイツ語の一方言とみなすことはおろか，
ドイツ語との類似性をあてにすることも穏当ではない。
１．３ラーズ語要素
１０世紀に入って，フランスと北イタリアのユダヤ人が，新しい商業中心地を
求めてドイツ西部のケルンからシュパイエルに及ぶラインラント地方に続為と
移住し，そこで遭遇した中高ドイツ語を，それまで用いていたロマンス語系の
ラーズ語(LaazもしくはLoez）に重ね合わせるという離散ユダヤ人特有の融
合方式（fusionformula）で，イディヅシュ語を作り上げた。この場合は，ラ
ーズ語に重ね合わせたというよりも，ラーズ語に覆いかぶせたというべきかも
しれない。
ラーズ語は，古フランス語に属するユダヤ人常用語で，『聖書』及び『タルム
ード』の注釈者として名高いラン（Rashi，1040-1105）が用いた言葉として，
また中世フランス語研究の重要資料としても注目されている。上記ラシは，
1096年の第一次十字軍によるユダヤ人虐殺の際ライソラソトから周辺各地へ避
難した人点が，「アシュケナジー語」（loshnashkenaz）を話したと述べてい
るから,（６）ラーズ語と初期イディッシュ語は並存していたと考えるべきだろう。
ラーズ語経由でイディッシュ語に摂取されたロマンス語の例をいくつかあげ
て承る。
‘bentshn,「(食前の）祈りを唱える」（ラテン語‘benedicere，「祝福する」
から）
‘leyenen，「(聖典を）読む」（ラテン語‘legere，「読む」から）
‘tsholnt,「(安息日用の）五目煮」（安息日には火を一切使えないため，金
曜日につくり，かまどの余熱で温めて置く。ラテン語‘calere,「温めてある」
の現在分詞．calentem’から）
‘Bunim，（男性名，古フランス語‘bonhomme，「紳士」から）
‘Yentl，（女性名，古イタリア語‘gentile，「優しい」から）
等がよく知られている。
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１．４イディッシュ語の成立
ラーズ語地域からラインラントに定住したユダヤ人は，なぜイディッシュ語
を発達させなければならなかったのか。ユダヤ人に共通の精神的遺産を継承し
ながら，周囲の非ユダヤ人社会に適応し，必要とあればその影響を吸収して商
業上の便宜を図る，即ち内外両面で目集団の保全を果たすというのは当然の大
前提だが，何よりもその実現を促したのは，当時この地域で方言の分裂が急激
に進み，ユダヤ系住民も自らの共通語(linguafranca）を作り出す必要に迫ら
れたからだという。(⑪
その上，1179年と1215年のラテラノ公会議でキリスト教徒とユダヤ教徒の隔
離が決定され，その結果ゲットー内に囲い込まれたユダヤ系住民が，自らの新
しい常用語をさらに発酵させたのだろう。
１．５へプライ語要素
イディッシュ語形成の際，主成分たる中高ドイツ語に融合されたラーズ語は，
すでにへプライ語・アラム語要素を多く含んでいたのだから，イディッシュ語
の前史としてさらに2,500年を付け加えることできよう。ヨーロッパ諸語にお
けるギリシア語・ラテン語要素が「語源」に属するのに反して，イディッシュ
語に取り込まれたへプライ語・アラム語要素は，発音こそイディッシュ化して
いるが，綴字は（発音通りの表記を採用したソ連方式を除き）原語そのままだ
から,(7)へプライ・アラム「語源」というのは当たらず，むしろ「現役要素」
というべきである。
ヘプライ語・アラム語は，『モーゼ五書』（Tbγαﾊ)，『口伝律法』（〃ｾﾞｓｈ"αｈ)，
『祈祷書』（Ｓｊ“"γ）の用語であり，ユダヤ的内面生活の糧として，へプライと
かアラムとか厳密に区別されることもなく，数多くの語句が離散当初から各地
ユダヤ人の常用語，いわゆるユダヤ諸語に受け継がれていた。（本稿では爾後
ヘプライ語要素と一括して呼ぶことにする｡）
それなのに，なぜへプライ語がヨーロッパのユダヤ人の共通語たり得なかっ
たかというと，古いセム語で，非ユダヤ人社会への適応に不便というだけでな
く，ユダヤ人自身がへプライ語を敬遠していたからである。聖典の用語を日常
語に濫用すべきでないという考え方は，現在でも超正統派ユダヤ教徒が堅持し
ており，彼らはたとえへプライ語に通じていても，日常生活，そして聖典講義
にさえイディッシュ語を用いる。ユダヤ人庶民の大半は，日食の祈繍を通じて，
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へプライ語の音読はできたが，文法的に内容を読解するところまでは及ばなか
った。
そもそもヘプライ語は，学者たる男性の言葉で，女性はその学習の機会すら
めったに与えられなかったから，母子間の対話は当然イディッシュ語であった。
ユダヤ人の涙と笑いを吸い取った言葉は,やはり名実ともに母語(mamaloshn）
たるイディッシュ語であった。この人間味豊かな混成語は，ヘブライ語という
畏れ多くて近付き難い「聖なる言葉」（loshnkoydesh）から，その文字と断片
的語句を借用して，やっと文語らしい体裁をつけた言語だけに，へプライ語に
対するその精神的劣位は拭い去るべくしない。
しかし，その反面，ユダヤ人が周囲の抑圧にめげず，自らのユダヤ性を保て
たのは，連綿たる宗教的，学問的伝統ゆえだから，へプライ語はやはり民族的
衿持の核でもある。イディッシュ語中のへプライ語要素が，いまだに20パーセ
ントを占めているのはそのためであり，その学習上，発音上の不便さにも拘わ
らず，末永く継承され続けるだろう。
イディッシュ語に融け込んだヘブライ語要素としては，‘khayim，(Chaim)，
`sore，（Sarah）等の人名，‘toyre，（Torah)，‘peysekh,（Passover,「過
越祭｣),‘mirtsishem，（Godwilling,へプライ語‘imirtsehashem,「もし
神がお望みならば」を短縮したもの)等の宗教関係，‘bris，「割礼｣，‘khasene，
｢結婚｣，‘levaye，「葬式」等の習俗関係，‘emes，「真実｣，‘tsedoke，「慈
悲｣，‘eytse，「忠告」等の道徳関係が大半を占めるけれども，‘kimat，「ほと
んど｣，‘tomid，「いつも｣，‘sho，「時間」（英語の‘hour'）といった基本語
薬にもへプライ語起源のものが少くなぃ。
ユダヤ的諸価値のいわば通奏低音としてイディッシニ化したへプライ語・ア
ラム語要素を，マクス・ワインライヒはＳＨａＳ要素と称している｡(8)ＳＨａＳと
は，ユダヤ教が禁圧されたその昔，『タルムード』の別称として用いられた
S"ｊｓＡａＳｅ“γか〃（S/ｒＯ７ｄＣｒｓ「全６編｣）の頭字語（acronym）である。
ＳＨａＳ要素は，啓蒙運動の影響で大分中和されたとはいえ，日本語に鯵透した
仏教語よりずっと色濃くイディッシュ語を染め上げており，どんな世俗的，反
宗教的ユダヤ人も，イディッシュ語を用いる限り，ＳＨａＳ的表現を避けて通る
わけにはいかない。日本語の読解に漢語辞典が不可欠なのと同様,“Hantbukh
funhebreyzmen，，（HandbookofHebraisms）の類を備えずにイディッシ
ュ文学を研究するのは無理である。
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１．６スラブ語要素
ラインラントのユダヤ人は，１２世紀後半の十字軍以降14世紀中葉の黒死病に
至るまで反ユダヤの迫害が相次いだため，ライン川西岸から東岸へ，さらにユ
ダヤ人保護憲章を宣布していたポーランドへと移動を余儀なくされた。その移
動先でスラブ系融合言語のクナーニック（Knaanic）を用いていた土着のユダ
ヤ人と接触するが，ドイツ風の文化と言語が忽ち優勢を占め，イディッシニ語
が，ユダヤ人社会の常用語となった。以上の経緯をふまえれば，スラブ語圏に
幾世紀も久しく定住してきた東欧ユダヤ人の言語が，なぜいまだにドイツ語要
素をその最も顕著な特徴としているのか，了解し得よう。
ドイツ語圏からのユダヤ人大拳移動で東欧ユダヤ人社会の勢力は伸張し，彼
らの常用語としてイディッシュ語の地歩も固まった。1250年から1500年までに
用いられた初期イディッシュ語文献としては，1272年にヴォルムスで作られた
祈祷書写本（エルサレム・へプライ大学図譜館所蔵）くらいのものだが，１５００
年から1700年までの中期イディッシュ語になると，早くも印刷術発明以前に，
聖書聖典がへプライ語から翻訳され，1580年頃大部の民話・伝説・説教集
ＭＺｙｓｅＢｚ０ｌｂ〃（Ｂｏｏｂｑ/､Ｓねγies）が一般庶民向けに刊行された｡(9)その他，
書簡，年代記，史詩の形で文献が残っており，当時の口語表現を偲ばせる。し
かし東欧出自のテキストが不足な上，所詮文書用の文語表現は長期にわたって
画一性を保つから，イディヅシュ語発達に重大な役割を果たした口語の方言化
やスラブ化が，当時どのように進行していたのか，その過程はまだよく把めて
いないようだ｡('０）
スラブの海に囲まれて，スラブ系諸語の影響を受けずにすむことは勿論あり
得ない。ドイツ語の衣をまとったイディッシュ語が，今度はスラブ語のアクセ
サリーを身につける。この段階で白ロシア語，ウクライナ語，ポーランド語等
からイディッシュ語に取り込まれた単語をいくつか並べてゑる。
‘mutshen，（動）「いじめる｣，‘nudzhen，（動）「退屈させる｣，‘praven,
(動）「挙行する，祝う」；‘kantshik，（名）「(私塾のへプライ語教師が振う）
鞭｣，‘shmate,（名）「くず」；‘paskudne，（形）「不劣な」；‘take，［tA:ke］(副）「まったく」；‘khotch，（接）「…だけれども」；‘、ｕ，（間）「さて」；`zhe，
(小辞）「それでは」等。また人間のタイプを表わす-nik（`nudnik，「野暮天｣，
`olraytnik，「成金」など後述のyinglishで頻用）や親愛の情を示す‐nyuCgottenyu，「神様｣，‘tattenyu,「お父様｣）もスラブ語要素である。
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このようにスラブ化が進むにつれ，ドイツ語圏から伝わった西イディッシュ
語の標準文語は，東欧ユダヤ人の日常語とそぐわなくなり，１９世紀初頭には東
イディヅシュ語の標準文語が発達していた。
イディッシュロ語は，４種の方言に大別される。(1)東北（リトアニア）イデ
ィッシュ語はリトリニア，白ロシア，東北ポーランドで，(2)東南(ウクライナ）
イディッシュ語はウクライナ，東ガリチア，ルーマニア，東南ポーランドで，
(3)中央（ポーランド）イディッシュ語は1939年当時のポーランド・ドイツ国境
からウィスワ・サン盆地までの地域で，また(4)西イディッシュ語は上記独波国
境の西側で各を用いられた。以上４方言の最も顕著な相違は母音で，‘ｏｎｅ
ｄａｙ，を意味する東北方言は‘ｅｙｎｔｏｇ，，東南方言は‘ｅｙｎｔｕｇ'，中央方言
は‘ａｙｎｔｕｇ,となり，東北方言では長母音と短母音を区別しない。この東北
方言が標準的発音となるが，文法に関しては，多くの場合中央方言が標準とな
る｡('1）
１．７キャリバン的言語
１８世紀後半にハシディズムが興り，東イディッシュ語がその敬度主義的・神
秘主義的信仰の表現媒体として活用された。同じく18世紀中葉から19世紀後葉
にかけて，モーゼス・メソデルスゾーソ（1729-86）の影響を受けた「啓蒙運
動」（Haskalah）が西欧さらに東欧各地のユダヤ人社会へと広がり，ゲットー
生活に伴う迷信，思想的画一，貧困など社会的後進性の打破を唱え，ハシディ
ズム側からの烈しい非難と抵抗に耐えながら，世俗的外来文化の摂取を促した。
ハスカラ運動の推進者たち（maskilim)は，ハシディズム教徒や未開化の一
般庶民が用いていたイディッシュ語を迷信の象徴として把え，逆に啓蒙の象徴
としてへプライ語を蘇生させた。彼ら「マスキリム」は，詩人，小説家，ジャ
ーナリストそして一般知識層にも利用可能な現代へプライ語の基盤を築き，や
がてシオニズムへの道をつけることにもなる。しかし彼らの啓蒙主義は，全東
欧に拡がったユダヤ人に対する組織的迫害という厳しい現実の中で，その社会
的展望の狭陰さを露呈し，やはり大衆を動かすには，彼らの常用語たるイディ
ヅシュ語に拠る他ないことが明らかになる。イディッシュ語のカウンター・カ
ルチャー的側面が，すでにこの辺から灰めいていろといえよう。
とはいっても，イディッシュ語に対するユダヤ人知識層の軽蔑の念は根深く，
19世紀イディッシュ語文学の三本柱と称されるメソデレ・モイヘル・スフォー
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リム（1835-1917)，イツホック・ペレツ（1852-1915)，ショロム・アレイヘ
ム（1859-1916）も，当初はヘブライ語で書き続けていた。この堅苦しい言葉
を使っていたのでは，一握りの教養人にしか読んでもらえないと悟って，はじ
めてイディッシュ語に切り替えたのである。ショロム・アブラモヴィッチが
MendeleMoykhelSforimつまり「本売りのメソデレ｣，またショロム・ラ
ピノヴィヅチがSholemAleykhemつまり「平和をあなたに」というイディ
ッシュ語の筆名を用いたのは，本名でイディッシュ語の小説を書くことがため
らわれたからだという。
へプライ大学のダン・ミロン教授が，彼の19世紀イディッシニ文学論に付け
た『変装の旅人』（Ａ”αDeJeγDjsg"ｉｓ“）という標題は，まさにそういう含
承であり，同書の第二章「キャリバン的言語｣("ALanguageasCaliban，,）
は，奇形で滑稽なイディッシュ語を，シェイクスピア作『大嵐』中の醜悪野蛮
な半獣人キャリバンになぞらえたものだ｡('2)キャリパンはともかく，イディッ
シュ語を「醜いアヒルの子」扱いする風潮は，現在も衰えていない。
１．８民族語としての地位
ゲットー解放とともに，西ヨーロッパ諸国では，イディヅシュ語から各国常
用語への切り替えが相次いたが，東欧ユダヤ人の社会に関する限り，常用語と
してのイデ剤ヅシュ語の地位は不動であった。
1860年代に民族意識旺盛なイディッシュ語の新聞，雑誌が続を刊行され，こ
れに呼応してイディッシュ文学も開花期を迎えようとしていた。－言語が文学
を成立させるには，前以て全方言を統括する体制が必要だという。この体制を
固めるのに貢献したパイオニア的作家が，メソデレ・モイヘル・スフォーリム
であった。彼はハシディズムとハスカラが各点に抱えていた思想的限界を超克
し，多種多様な方言や文語表現を統合して，イツホック・ペレツ（Itskhok
LeibushPerets)，ショロム・アレイヘムら後進のために突破口を開いた。も
はやドイツ語風の文型に拠らず，方言差を超えた標準イディヅシュ語が急速に
普及し，組織的な社会運動，文化活動の気運も高まって，1908年にはブコヴィ
ナ地方の首邑チェルノヴィシヅで，イディヅシュ語会議が催された。作家，詩
人，言語学者，各地域指導者，報道関係者らが参席したこの会議で，イディッ
シュ語は，へプライ語とともにユダヤ民族語の一つと定められ，その結果，学
校教育，学術研究，地方行政にも導入されて，一層の基盤拡大をみた。
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１．９政争の道具
２０世紀に入って，イディッシュ語は政治闘争の道具となった。ポーランド，
リトアニア，ロシアのユダヤ人労働者総同盟，通称｢プンド｣は，1905年と1917
F１ 
年のロシア革命にも加担した社会主義者の大集団で，世俗主義，不可知論，さ
ては無神論を精力的に唱道し，宗教色濃厚なヘプライ語の使用や，階級闘争軽
視のシオニズムに断乎反対していた。その結果イディッシュ語は，労働者大衆
の言語として脚光を浴びることになり，宗教面，文学面に次いで社会運動面で
も磨きをかけられた。ほどなく大挙渡米した新移民たちは，この争議慣れした
イディッシュ語で，労働搾取工場(sweatshops）の経営者に立ち向うのである。
他方シオニスト側は，イディッシュ語を，離散の汚辱から生まれ落ちた私生
児的言語と断じ，民族「正常化」のためにヘブライ語の復活と普及を図ったか
ら，必ずしもシオニズムに共鳴していなかつたへプライ語学者たちまでが，シ
オニズムの肩を持ち始めた。
ところがアメリカのシオニストは，世俗主義的労働シオニスト（labor
Zionist)，つまりシオニスト兼社会主義者であった。シオニズムは民族運動で
あるの糸ならず，社会主義的理想でもあり，社会主義的シオニズム以外のシオ
ニズムはあり得ないという立場だから,('3)社会運動と不可分のイディッシュ語
をむしろ振興させるため，次交にイディヅシュ語学校を設立した。アシュケナ
ジー文化を考える際には，宗教面，芸術面とともに社会運動面も念頭に置くべ
きである。イディッシニ語がアメリカで第二の黄金時代を迎えた－要因として，
ユダヤ系労働運動が果たした活発な役割を見逃すわけにはいかない。
2．アメリカへ渡ったイディツシユ語
２．１「貧乏ないとこ」と「金持の伯父さん」
1880年代から1910年代にかけて，ロシア帝政の使砿による「ポグロム」（ユ
ダヤ人迫害）が相次ぎ，再びユダヤ人の大移動が始まった。1920年代までに
250万の東欧ユダヤ人が，政治的自由と経済的機会を求めて，アメリカの岸へ
津波のように押し寄せ，彼らよりも数十年早く，ヨーロッパ中に吹き荒れた革
命反革命の嵐を避けてアメリカに定着していた25万のドイツ系ユダヤ人を不安
に陥れた。
洗練されたドイツ語に比ぺてイディヅシュ語というのは，、実に耳障りな「ジ
ャルゴソ」だが，そのイディッシュ語に劣らず東欧ユダヤ人も粗暴な連中であ
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り，この「貧乏ないとこ」（`poorcousins'）の出現で，主流文化にうまく適
応していたドイツ系ユダヤ人の評判が損われはしないか，と柿れたのである。
東欧ユダヤ人側も，アメリカ主流文化にかぶれ切っているドイツ系ユダヤ人に
軽蔑と不信の念を禁じ得なかった。
ドイツ系ユダヤ人の指導者アイザック・メイアー・ワイズ（1819-1900）が
｢連中はユダヤ人（`Jews，）で，われわれはイスラエル人(`Israelites'）なの
だ」と喝破したら，東欧ユダヤ人側から「われわれはユダヤ人で，連中は異教
徒である」という応答があった｡(川）「貧乏ないとこ」東欧ユダヤ人は，「金持の
伯父さん」ドイツ系ユダヤ人のことを恩着せがまし<，横柄と感じたらしく，
いまだに「イェッケ」（`yekke，）と呼びならわしている。レオ･ロステンによ
れば，この単語には｢物知り顔の」（pedantic）とか｢融通のきかない」（rigid）
といったイメージが伴うようだ｡('`）
幾多の摩擦と衝突を繰り返した末，やっとドイツ系ユダヤ人富裕層は，生活
と文化受容が不如意な東欧ユダヤ人移民の救済に乗り出し，双方を歩み寄らせ
るけれども，所詮数十万のドイツ系ユダヤ人は，底知れぬ活力を秘めた東欧ユ
ダヤ人移民数百万の大波に併呑される他なかった。
２．２イディッシュ語ジャーナリズムと文化変容
東欧ユダヤ人新移民はイディッシュ語を話し，彼らが携えてきた文学，歴史，
民間伝承もイディッシュ語を核心としていた。1920年代までイディッシュ語は，
家庭でも街頭でもユダヤ系アメリカ人の常用語であった。上陸早食アメリカ社
会に溶け込むのは到底無理だし，何よりも戒律遵守の必要上，彼らはニューヨ
ークのロウアー・イースト・サイド，シカゴのウェスト・サイド，ボストンの
ノース・エンド等ユダヤ人街で郷里そのままにユダヤ教文化を再現した。
しかし周囲の開放的なアメリカ市民生活に触発されることは時間の問題で，
承る染る世俗化と文化変容が進展する。新移民の一部は，先述の通り，渡米以
前に東欧各地で高水準の社会運動と文化・出版事業を経験しており，ロシア帝
政治下とは比較を絶する政治的自由に恵まれた現在，イディッシニ語ジャーナ
リズムが勃興するのは自然の勢いであった。
1885年から1914年までの間に，150種以上の新聞，雑誌が誕生した｡(16）１８９７
年アプラハム・カーハンが創刊し，自ら編集に当たった総合新聞『フォルヴェ
ルツ』（FbγDCγfs,即ちルz(）ｉｓﾉｂｎｚｊｌ【ｙＦｂ７"αγd）は，新移民の文化変容を
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是認奨励し，その一環として「英語学習欄」まで設けた。対立紙『モルグン・
ジュルナル』（Ｍｂγg沙幼”"αJ）は，ユダヤ教正統派の立場から『フォルヴ
ェルツ』の同化路線に反対し，ユダヤ性（Yiddishkayt）の保持を訴えた。ユ
ダヤ系アメリカ人社会における同化路線と民族性保持路線の対抗は今なお進行
中で，少数民族集団のアイデンティーを論じる際のモデルケースの一つとなっ
ており，その端緒が，はやくも上記両紙の対立に窺われる。
２．３イデイヅシュ語演劇の功罪
イディヅシュ語ジャーナリズム隆盛の波に乗って，詩と小説がさかんに発表
され，先述チェルノヴィヅツ会議より４年も早く，1904年にニューヨークでイ
ディッシュ語作家会議が開かれている。この会議で，イディッシュ語はユダヤ
民族語なりという確認がすでに行われていた。
イディッシュ語演劇も，ニューヨーク，フィラデルフィア，ボストン，シカ
ゴで活況を呈し，イディヅシュ語劇場は合計25館を数えた。とくにニューヨー
クのセカンド・アヴェニューに林立した劇場街は有名である。お涙頂戴的な
（`schmaltzy，）安手のメロドラマも少<なかったが，一流の劇場では名優を
そろえ，シェイクスピアからショロム・アッシュに至る広範なレパートリーを
誇っていた。その演技水準はきわめて高く，非ユダヤ人の俳優や批評家も賞讃
を惜しまなかった｡('７）他方，ロウアー・イースト・サイドに隣接して立ち並ぶ
劇場が，『屋根の上のバイオリン弾き』の続編に当たるような移民ドラマを舞
台にのせないはずはない。新移民たちは，舞台上で演じられる仲間たちの失敗
談や成功談を楽し糸ながら，アメリカ社会での生き方を学び，英語の手ほどき
をしてもらった。
文化変容の必要を強調するということは，とりも直さずアメリカニゼーショ
ン，とくに英語使用のすすめであり，これが自縄自縛的に本来のイディッシュ
語・イディヅシュ文化を衰退させてしまうだろうことは目にみえていた。しか
しアメリカの自由に心酔していたユダヤ人移民の前で，ジャーナリズムも演劇
界も，アメリカ的生活様式の讃美を止めるわけにはいかなかった。新移民は，
英語を習い覚えると，忽ちアメリカン・スタイルの娯楽に惹かれてしまう。最
初の劇映画「大列車強盗」が1903年の封切りで，1910年代以降は映画とジャズ
の時代だし，1920年代に入るとラジオ放送も始まった。
イディッシュ語は英語を吸収できるだけ吸収して，ついには英語というべき
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力ヨイデォッンュ語というべきか，英語の語蕊をイディッシュ語の文型にはめ込
むユダヤ風ピジン英語（YidginEnglish，あるいはYinglish）が生じた。
`ikhhobgetshendzhtmaynmaynd,などはその典型で，本来のイディッ
シュ語葉は‘ikh，(1)，‘ｈｏｂ，（have)，‘tshendzh，（change）の前後につ
げた接頭辞ｇｅ‐と接尾辞一t，それにmay、(ｍｙ）だけで，主要語は全部英語
だ。
２．４イディッシュ語の衰退
かってヨーロッパのユダヤ系啓蒙主義者たち「マスキリム」に蔑まれたイデ
ィッシニ語は，ユダヤ系移民二世からも疎じられた。アングロサクソン風主流
文化になじんでエリートの仲間入りを果たしたい移民二世にとって，両親のイ
ディヅシュ語，イディッシュ説りは恥辱以外の何物でもない。イディヅシュ語
の根絶を念願した啓蒙主義の祖モーゼス・メンデルスゾーンやシオニズムの祖
テオドール・ヘルツルの心境は，彼らのものでもあった。
1920年代は，イデイッシニ語の受難期である。東欧系，南欧系に不利な1924
年の移民制限法で，イディッシュ語の話し手が流入しなくなり，さらに1929年
の大恐慌でイディッンュ語文化とくに演劇が痛打を浴びた。時あたかも反ユダ
ヤ主義が全米を風廃し，ナチスと結託したファシスト団体が百以上を数えたか
ら，ユダヤ教やユダヤ文化が大手を振って罷り通る雰囲気ではなかった。
1930年代から1940年代に入っても，イディッシュ語の衰退は続くが，ショロ
ム・アヅシュ（1880-1957)，ヨセフ・オペトシュ（1886-1954)，シンガー兄
(IsraelJoshua，1893-1944）とシンガー弟（IsaacBashevis，1904-）など
有力作家と数多の詩人が執筆を続け，ニューヨーク中心のイディッシュ語放送
も，1930年代半ばから第二次大戦終結の頃までが最盛期だったという。
しかし第二次大戦中ナチスの「最終的解決」即ちユダヤ人大量虐殺でイディ
ッシニ語の話し手の半数が消滅してしまったことは，イディッシュ語そのもの
の消滅をも予兆するかのようであった。またイスラエル建国に際して，へプラ
イ語が公用語と定められたため，イディッシニ語はさらに肩身が狭くなった。
シオニストにとってこの混成語は，離散ユダヤ人がなめた屈辱の象徴であるの
象ならず，ナチスの悪夢がつきまとうドイツ語と同系であり，この一事だけで
も新生ユダヤ国家の公用語に採択される見込承は万に一つもなかった。当時イ
スラエルの狂信的シオニストは，イディッシュ語常用者を脅迫し，イディッシ
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１語使用の行事を襲撃していた｡('8）
２．５エスニック・ブームとイディッシュ語の蘇生
しかし戦後から1956年のハンガリー事件にかけて，ユダヤ系難民が引き続き
渡米し，ソ連からも年々ユダヤ人が出国して，その多くはアメリカに定住する
など，イディッシュ語常用者の流入は絶えていない。
1967年に第三次中東戦争（いわゆる「６日戦争｣）が勃発するや，アラブ側
に加担したアメリカ黒人と，当然イスラエル支援に立ち上ったユダヤ系アメリ
カ人との対抗がエスカレートし，ユダヤ人側も黒人同様に心置きなく民族的自
負の立場を打ち出した。移民第二世代の同化志向に反発した第三世代が，エス
ニック・ブームの時流に乗ってユダヤ性探求に乗り出し，ユダヤ系アメリカ人
のリベラリズムを特徴づけていた普遍主義が，民族主義と共存し始めた。
ユダヤ系大学はもとより，一般の名門大学雲でが，ユダヤ研究コースを開設
し，イディッシュ語存続の希望が膨らんできた。ウリニル・ワイソライヒ箸
『カレッジ・イデイヅシュ』は，唯一の本格的初級教科書で，1949年の初版以
来四回の改訂を経，なお重版中だが，とくに1965年から1970年までは毎年増刷
を記録し，イディッシュ語への関心がこの期間中いかに高まりつつあったかを
示している。
２.６ユダヤ系アメリカ文学の隆盛とイディヅシュ語ブーム
アメリカにおけるユダヤ系文学は，1930年代まで，イディッシュ語の作品が
優勢を保ちながら，英語の作品と併存しているかたちだった。現在のところ，
依然イディッシュ語で執筆し続けているバシニヴィスーシンガーを例外として，
まず英語一色といってよい。
1950年代このかた，ソール．ペロー，パーナード･マラムード，フィリップ．
ロスといったユダヤ系作家がアメリカの読書界で絶大な人気を博し，６０年代，
70年代のアメリカ文魎はユダヤ・マフィアの手中にあると騒がれたほどだ｡(11）
ユダヤ文学ブームの煽りで，ユダヤ的な経験や特質に関する著述がもてはやさ
れたから,当然ユダヤ人も，自らのユダヤ性と密着したイディッシュ語を見直
し始めた。
レオ・ロステンの『イデイッシユ語の楽しふ』（1968)(２０)や『イデイッシユ語
万才』（1980)(21)が売れに売れ，より学問的なファインシルヴァーの『イディッ
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シュ語の味わい』（1970)(22〕やサミュエルの『イデイッシユ語礼讃』（1971)(23）
も広く読まれている。目下ユダヤ系アメリカ人の間でペスト・セラーといえば，
ストラスフェルド夫妻編の『ジューイヅシュ・カタログ』三部作だろう｡(2`)ユ
ダヤ的生活のあらゆる側面を網羅した本だから，当然イディッシュ語関係の記
事も収まっており，第１巻（1973）ではそれが６頁，第２巻（1976）では８頁，
そして第３巻（1980）では何と25頁にふえているのだ。ユダヤ系アメリカ文学
不振の昨今でも，イディッシュ語への関心はますます高まっている，という一
つの証拠になろう。
２．７イディヅシュ語出版の現況
イディヅシュ語図書の出版になると，話は別だ。年間数千種ペースだった
1920年代とは比較すべくもないが，1942年度152種から1983年度112種への下降
線は意外に緩慢である｡(2`）人文科学,社会科学の論文をイディッシュ語で書く
人は今でもたまにいるが，自然科学の方は，イディッシュ語出版全盛時代でさ
え啓蒙書に限られていた。この辺にイディヅシュ文化の限界がある。
1983年度発行の112冊についてその分類は未詳だが，おそらく宗教露，詩集，
格言集，ジョーク集，歌曲集，古典アンソロジー，教科書の類で，書き下ろし
小説はまず問題外だろう。１．Ｂシンガーでさえ，イディッシュ語原稿を英訳さ
せ，それに自ら加筆してはじめて出版の運びになるのだから，彼の作品中イデ
ィッシュ語原文で入手できるものはごく限られている。
イディッシュ文語が，創作用というよりむしろ鑑賞用になりつつあることは
否めない。マサチューセッツ州アマーストの「ナショナル・イディッシュ・ブ
ック・センター」は，散逸のおそれあるイディヅシニ語書籍を収集，保存，頒
布する全国的機関で，1980年創設以来，すでに60万冊のイディッシュ語死蔵図
書を「救出」した。これによってイディッシュ文化の研究・鑑賞が大いに進捗
することは疑いないけれども，その成果が創作に活かされるとしたら，イディ
ッシュ語でなく英語の作品を通じてだろう。第三，第四世代のユダヤ系アメリ
カ人作家が，それこそ遺伝子に屯のいわせ，イディッシュ文学の魂を自作に吹
き込んだり，詩人であれば，イディッシュ語の作詩法を英語で実践したりする
ことはあり得よう。
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２．８イデイツシュ語の将来
イディッシュ語は，大衆の言語から知識人の愛玩物になってしまったとよく
いわれるけれども，現在アメリカで英語以外に母語として使用される言語は，
スペイン語，ドイツ語，フランス語，ポーランド語に次いで，イディッシュ語
が第６位であり，２１世紀に入っても合衆国内で依然100万人がイディッシュ語
を話し続けるだろうといわれている｡(20）
しかしへプライ語がアラム語に，アラム語がユダヤ・ギリシア語(Yavanic）
に，ラーズ語がイディッシュ語に取って代わられたのと同様，イディッシュ語
もユダヤ・英語に放逐されるおそれはないだろうか。ニューヨーク市ブルック
リン区のハシド派諸集団合わせて数万人が，イディッシュ語を常用しているの
とは別に，一部の正統派神学校（yeshivot）及びその周辺で，英語の文型にイ
ディッシュ語やへプライ語をはめ込む独特の混成語，スクインメヅツのいわゆ
る「アシュケナジー英語」が用いられている。その一例をあげて承よう｡(２７）
WemustpracticeAhavoh（love）ｎｏｔＳｉｎｏｈ（hate）；wemustbuild 
Yiddishkeit（Judaism),notdestroyit、Ifanon-frum（non-religious）
boymovesintoyourneighborhood,…bemekarev（drawnear，ｂｅ‐ 
friend）ｈｉｍ．（D［Zγ彫"〃［Ｏ"γＷｔ〃]，Ｊｕｌｙ1975,ｐ,7）
`Ahavoh，（イスラエル読朶はAbavah)，と‘Sinoh，（Sinah）はヘブライ
語，‘Yiddishkeit’はイディッシュ語，‘non-frum’は英語接頭辞とイディ
ヅシュ語の混成，‘bemekarevhim'はイディッシュ語迂言動詞(periphrastic
verb）‘mekarevzayn,を英語命令文に仕立てたものだ。‘ｚａｙｎ’は英語の
`ｂｅ,に当たり，‘mekarev，はへプライ語動詞‘karev,「近づく」の男性単
数第一，二，三人称共通現在形である。
この手の隠語的表現を理解するには，ユダヤ教，ヘプライ語，イディヅシュ
語と三拍子揃った背景知識が必要だから，その使用範囲が神学校乃至正統派中
核の外部にまで波及するとは思えない。しかし英語の文型が枠組となっている
点に，このような宗教集団でさえ英語が第一常用語化しているという現実を認
めないわけにはいかない。イディッシュ語とくにその口語が，英語語薬だけで
なく英語統語法に侵蝕され続けたら，新しい融合言語のなかに埋没してしまう
おそれなしとしない。イディッシュ語の将来について，少くとも悲観的予言が
後を断たないことだけは，事実である。
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２．９まとめ
アメリカにおけるイディッシュ語の歴史は，大略３つの段階にまとめること
ができる。1880年代から1920年代までが黄金時代で，1930年代と40年代には，
英語への切り替えが進行したため，第一常用語としての地位を徐々に失う。
1950年代に入って，ユダヤ学振興の時期を迎え，以後イディッシュ語文化の研
究は大いば進んだが，イディッシュ語による執筆活動は先細りであり，口語に
ついても，英語の鯵透が甚しぃ上，話し手の数が漸減の一途にあり，楽観を許
さない。
3．イディッシュ語の英語化
３．１相互作用の順序
二言語間の相互作用には，優勢語対劣勢語の関係が生じ，通'常上位言語が下
位言語へ惨透して行く。英語圏へ移植されたイディッシュ語が，英語要素をた
っぷり吸収することは，その融合言語としての歴史からしても，自然の勢いで
あった。
ドーザによれば，外国語の干渉を最も受け易いのは語棄，次に音韻，統語法
と続き，「形態（morphology)，言語におけるこの砦が最後まで抵抗する」と
いう。(28）
３．２英語語蕊の流入
たしかに，まず英語の語彙がイディヅシュ語に流れ込んだ。アメリカ特有の，
イディッシュ語の既成概念では表現できないもの，たとえば‘ayzkrim，（ice
cream)，‘dzhez,（jazz)，‘londre，（laundry)，‘nikl，（nickel)，‘sobvey， 
(subway）等，あるいは哲学や科学の専門語，たとえば‘eksistentsiyalizm,
(existentialism)，‘pesimizm,（pessimism)；‘astronoyt，（astronaut)， 
`laboratoriye，（laboratory)，､satelit，（satellite）等は仕方ないとして，
日常生活の語葉も次盈に置換された。‘biznes,（business，［Y］gesheft)，
`ｂｏｙ，（[Ｙ]yingl)，‘brekfes，（breakfast,［Y]iberbaysn)，‘padi，（party， 
[Ｙ]simkhe)，‘saper，（supper，［Ｙ]vetchere)，‘strit，（street，［Ｙ]gas)， 
`trobl,（trouble，［Ｙ］tsore）；‘vinde，（Window，［Ｙ]fentster）等。
以上のような実語（fullwords）だけでなく，‘afkoz，（ｏｆcourse，［Ｙ］
avade)，‘bekoz，（because，［Ｙ]vayl)，‘enivay，（anyway，［Ｙ]sａｙｖｉ 
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say)，‘pliz，(please,［Y]zayazoygut)，‘shur'(sure,[Y]avade）等の機
能語(functionalwords)も借用の対象となる。英語風スペイン語(Spanglish)，
英語風フランス語(franglais)同様のこの現象を英語風イディヅシュ語（Ｙing‐
lish)，もしくはその話し手の無教養を郷撤して「芋イディッシュ」（potato
Yiddish）と呼ぶ。大学や研究機関の専門家たち（Yiddishists）即ち純正派が，
イディッシュ語本来の品格を保とうと腐心する一方で，市井の許容派は，民族
移動の度に幾多の新しい外国語と戯れ合ってきた札つきの不純言語がイディッ
シニ語であり，Yinglishも大いに結椛と開き直る。
『フォルヴェルツ』紙が日刊から週刊に切り替わった1982年以降は，編集者
に時間的余裕ができたためか，日刊当時よりも英語風表現（anglicisms）を控
えるようになった。しかしこれも紙面の主要部分だけで，広告などは，スポン
サーの原稿をそのまま印刷にかけるせいか，‘bilding,，‘congregeyshon，
([Y]congregatsiye)，‘fyuneraldirektor,といったYinglishだらけのよ
うだ｡(29〕
3.3借用語の転靴
次に借用の際生じた転訓のうち顕著なものを列挙する。
[ae]→[e］：ｃａｍｐ→kemp，gangster→gengster 
pineapple→paynepl，tax→teks 
n]→[･］もしくは［a］
blufI→blof，cousin-÷kozn 
luncheon→lontshen，supper→saper 
[a]→[e］Christmas→krismes，picture→piktshe 
panorama→panorame，secretary→secreteri 
[．:]→[oi］bird→boyd，certainly→soitinli 
first→foist，turkey→toiki 
長母音→短母音
agreement→agriment，Corner→koner 
downtown→donton，highschool→hayskul 
[２３][ね][Ca][u･］の発音（[a］を省略して［r］を籍かせる）
chair-.tsher，ＫｉｎｇＬｅａｒ→KenegLir 
store→stor，sure→sｈｕｒ 
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［w]→[v］sweetheart→svit-hot，Washington→Vashington 
window→vinde，walk→vok 
［O][ず]→[tld］third→toid，brother→brodder
その他無声音が有声音に（party→padi)，また有声音が無声音に（move→
mufn）変ったりする。
３．４イデイツシュ語形態の保存
いくらYinglishでも，イディッシュ語たり得るためには，「最後の砦」たる
イディッシュ語的形態を備えていなければならない。
３．４１冠詞
不定冠詞は英語と同じａ(an）で，語形変化もないから安心だが，定冠詞は
ドイツ語同様ｄｅｒ（男)，ｄｏｓ（中)，ｄｉ(女)及び三性共通の複数．ｉからなり，
格変化もある。しかし英語から借用したものに三性の何れかを振り分けるのは
面倒だから，‘ｄｉｔｒｅｙｎ'，‘ｄｉｔｒｏｋ，のように女性定冠詞‘ｄｉ，を頻用する。
これは，発音が英語の‘the，に近いせいもあろう。
３．４２名詞及び形容詞
借用した名詞には，イディッシュ語の屈折接尾辞を付ける。‘shop，の複
数形は，変母音と複数語尾を用いて‘sheper'，‘drayver，（driver）は，
`drayvern，，‘bukiper，（book-keeper）も同様に‘bukipern’となる。
派生接尾辞は多彩で，‘olraytnik，「成金」の女性形は‘olraytnitse,とな
り，‘ｂｏｙ，にスラブ系縮小辞一tshikを付ければ，‘boytshik',その複数形は
`boytshiklekh’となる。同じスラブ系縮小辞-kｅも愛用され，‘rum，（room）
に‐ｋｅを付けて，‘rumke，とする。‘formａｎ,（foreman｢監督｣）の複数形
には，ドイツ語の‘Leute，（people）に相当する‐laytを付けて‘forlayt，
とする。
英語むき出しの形容詞‘nekstdorik，でさえ，名詞に付けるときは，‘di
nekstdorikemoid，（thenextdoormaid）と屈折させなければならない。
3.43動詞
動詞も英語そのままの形では用いられず，‘afordn，，‘atendn，と語尾に‐、
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を付ける。接頭辞ge-と接尾辞-tを前後に付ければ,`gekidnept，，‘gebadert，
(bothered)，‘gemuft，（moved）と自在に過去分詞を作れる。
標準イディッシュ語の慣用句‘geynshpatsirn，「散歩する」でさえ，‘take
awalk，の直訳‘ｎｅｍｅｎａｖｏｋ,に代替されているのだから，英語成句の借
用はますますふえるにちがいない。類例は‘runforoHice，｢公職選挙に出馬
する」で，‘loyfnfarofis，とやはり動詞部分をイディッシュ語に変えただけ
の直訳である。
３．５混成語
イディッシュ語と英語の混成も数多く行われる。‘supermark，（super‐
market）と‘teks-shnitn，（taxcuts）は後半がイディッシニ語，‘freg‐
program,（quizprogram）と‘kvalpen,(fountainpen）は前半がイディッ
シュ語である。混成語の傑作は`momentbild，（moment＋picture→snapshot）
と，‘aylsho’である。‘ayl-’はドイツ語の‘Ｅｉｌｅ，（rush）に当たるイディ
ッシニ語，‘sho，はへプライ語の‘sha，a'(hour)だから，両方合わせて‘rush
hour’となる。
借用で語義が変化する場合もあり,たとえば`payday'から派生した`peyde，
が「賃金」を意味するようになった。
３．６銃語法
まず英語の影響で，‘amitingvetopgehaltnvern，（Ameetingwill
beheld）という風に，受動態の使用がふえた。また英語式に副詞句先行，助
動詞倒圃の構文がよく用いられる。‘ｅｒｉｚｋａｙｎｍｏｌｎｉｔｇｅｖｅｎ…,(Hehas
neverbeen…）ですむのに，‘ｋａｙｎｍｏｌｆｒｉｅｒｉｚｅｒｎｉｔｇｅｖｅｎ…，（Never
beforehashebeen…）と強調してしまう。
その他，‘ｉｋｈｋｅｎｉｍｆａｒｆｉｎｆｙｏｒ，（Ｉｋｎｏｗｈｉｍｆｏｒｆｉｖｅｙｅａｒｓ）のよ
うに,イディッシュでは不必要な‘far，（for）を挿入したり，‘ｓｏｌｏｎｇａｓ…，の
構文をそのまま直訳して‘azoilangvieriznito，（solongasheisabsent）
としたりする。標準イディッシュ語では，へプライ語の‘ｋｏｌｚｍａｎ…,（all
thetimethat…）を使って，‘ｋｏｌｚｍａｎｅｒｉｚｎｉｔｏ，とするところだ。
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３．７まとめ
以上に略述したとおり，イディッシュ語の語奨，音韻，統語法は何れも英語
に染まってし玄い，極端な例をあげれば，‘erhotgeketshtakold.,（He
caughtacold.）とか，‘ｉｋｈｖｉｌｓｔａｐｎｏｙｆｎｋｏｎｅｒｔｓｕｋｏｙｆｎａｐeyper．
(Ｉｗｉｌｌｓｔｏｐａｔｔｈｅｃｏｒｎｅｒｔｏｂｕｙａｎｅｗｓpaper.）といった言語遊戯的混
交文を生じている。しかし再考すれば，イディッシュ語しか話せない親と，英
語の方が自由になりつつある子供との間では，この種のクレオールが自然発生
するのかもしれない。上記の二つの文もそうだが，キーワードのほとんどすべ
てに英語を当てるようでは，他国から新たに渡米してきたユダヤ系移民が，ユ
ダヤ系アメリカ人とイディッシュ語で意思疎通を図るのは困難となろう。
4．イディッシュ語が英語に及ぼした影響
４．１外来要素に対する米語の寛容性
エリック・パートリッジは，『俗語~その現在と過去』のなかで，標準英
語の乱れに関するアーネスト・ウイークリーとＨ、Ｌ・メンケンの説を対照させ
ている｡(30）「もしアメリカ人が標準語に対して現在のような態度を取り続ける
なら，ちょうどイディッシュ語と古典へプライ語がそうなってしまったように，
アメリカ口語と英語もまったくの別物になってしまうこと必定だ」－こう説
くのは勿論ウイークリーの方で，パートリッジはその短慮を諭すかのように，
メンケンを登場させるのである－「米語は，外国語圏から到来した移民を介
して外国人の言語習慣一般にたえずなじんでいるから，とくに圧力をかけずと
も，借用語に対して英語よりはずっと寛大なのだ。同一単語が英米両語の門を
ノックした場合，米語の方が英語よりも快くそれを迎え入れ，すぐさまそれを
広めて，なじませるだろう」米語の門を叩いたイディッシュ語彙も，メソケン
の洞察通り，米語の中へ広まり，なじまれたのである。
ウイークリーの上記発言は1929年のものであり，イギリス英語自体が第二次
大戦以後アメリカ英語の圧倒的な影響にさらされている事実や，東欧ユダヤ人
が前世紀以降イギリスへも大挙移民している事実を考慮すれば，英語のイディ
ッシュ語彙借用に関して英米両語間の区別を立てることは困難と思われる。
4.2語蕊
前章と同様，ドーザの説に副って，外国語の影響が最も及び易いという語彙
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から始めよう。
イディヅシュ語が英語に及ぼした影轡を実感する捷径は,たとえばＷりOSねγ'ｓ
ｊＶｂＺＯＷｂγ〃ＤｊＣ２〃"α"(SecondCollegeEdition，1982）のＳＣＬで始まる
イディッシュ語系の見出し語を拾ってふることである。‘schatchen，「結婚周
旋屋｣，‘schlemiel，「うすばか｣，‘schlep，「とんま｣，‘schlock’「安物｣，
`schmaltz，「感傷的表現｣，‘schmo，「阿呆｣，‘schmooze，「おしゃべり｣，
`schmuck，「うすのろ｣，‘shnook，「弱虫｣，‘schnorrer,「乞食｣等が並び，
さらにｓｈ‐で始まる‘shabos，「安息日｣，‘shamus，「寺男→守衛，探偵)，
`shtick，「十八番」も歌える。
ｍｅＯ】!/bγ‘Ｅ,zg/is〃Ｄ允廊0"αが補遺第３巻の1529頁などは，ドイツ語系
の‘schloss,「城」を除き他の見出し語すべてがイディヅシュ語系で占められ
ている。上記Wbbsjeγに載っていない‘schlimazel，「不運な奴｣，‘schlub，
「ろくでなし｣，‘schmatte,「くず｣，‘schmeck，「ヤク｣，‘schmegeggy，
「哀れな奴」等を収めている他，ユダヤ人，非ユダヤ人を問わずさかんに用い
られる軽蔑接頭辞ｓｈｍ－については，解説８行と例文30行を費している。この
言い回しは，日本語の「ハカセかバカセか知らんが，…」に当たるもので，
ＯＥＤ補遺は次のあまりにも有名な一口噺を例文の一つとしてあげている。「あ
なたの息子さんはエディプス・コンプレックスですよ」と精神分析家に告げ
られたユダヤ人の母親が憤然とこう言い放つ－“Oedipus，Shmoedipus1
WhatdoesitmattersoｌＯｎｇａｓｈｅｌｏｖｅｓｈｉｓｍｏｔｈｅｒ？,，「エディプスだ
か何だか知らないけど，息子が母親を愛してどこがいけないのよ」
ざっと目を通して，まず大半の語が下品であることに気付くけれども，隠語
として借用されたのであれば当然の結果だろう。日本でも非行少年は｢タンベ」
（煙草)，「キョンチャリ」（警察)，「トラカジャ」（帰ろう）等朝鮮語をよく隠
語に用いるという｡(３１)これは周囲に朝鮮語を知っている人が少いからであり，
イディッシュ語薬が，人前を樟る際に恰好な俗語のプールとなったのも，同じ
理由からだろう。
イディッシュ語の隠語適性はたしかなもので，1888年頃ポルティモアのドイ
ツ系教師たちが`ganef，「泥棒｣，‘kosher'｢清浄な，まつとうな｣，‘mazuma，
けつ鴎ナマ｣，‘meshuggah，「気ちがいじら;Aた｣，‘tokus，「尻」などを全部ドイ
ツから持ち込まれた形で使っていたという。後日ナチスが，ドイツ語からイデ
ィッシュ語要素の一掃を図って果たさなかった，というのも肯けよう｡(鯉〕
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メンケソの『アメリカ語』（TlleA加eγｊｃａ〃Ｌα"g"age）初版（1921）に，
イディッシュ語系の俗語がほとんど記録されなかったのは，もっぱら口語とし
て，それも反「公序良俗」的隠語乃至符諜として用いられ，1940年代の性文学
解禁まで活字化されることがなかったからだろう。第２次大戦中は，ユダヤ系
を含めて諸民族集団出身の軍人が行動をともにしたため，イディッシュ語系俗
語の伝播が大いに進んだことだろう。レイヴン・マツクデイヴィッド（Raven
LMcDavid，Ｊｒ)編の『アメリカ語』縮約版は，付録のなかで４頁にわたりイ
ディッシュ系借用語を扱っている。
語奨との関連で見落せないのは，イディッシュ語と英語の接触から生じた混
成語で,二文化併有に伴う最もスリリングな領域の一つといえよう。とくに｢…
関係者」「…愛好者」を表わすスラブ系接尾辞-nikは多産的で，‘nogoodnik，
「役立たず｣，‘realestatenik，「不動産屋｣，‘peacenik，「平和運動家｣，
`cruisenik，「周遊航海マニア｣，‘straightnik，「(同性愛者から糸た）異性愛
者」という風に無限の造語力を秘めている。‘phudnik'は`PhD.，と‘nudnik，
「退屈な男」の合成で｢野暮天学者」の意味だ。親類筋に当る‐tshikは，親愛
の情がこもり，‘milliontshik，といえば，同じ「百万長者｣でも，嫉妬や憎悪
の対象にならないタイプだという｡(33）‘KosherNostra，「(ユダヤ教食餌法に
照らして清浄な)イタリア料理店｣は,もちろん通称マフィアの`CosaNostra，
(OurThing）をもじったものだ。イディッシュ語の‘ｍｅｋｅｎｚｉｔａｐｎ，
(Onecantouchher.）から‘Ｍｓ、MacKenzie,「すぐ身体をまかせる女」
という隠語ができ，ユダヤ人男性は，ニューヨーク市郊外のTappanZee
[tabpanzi:］橋を渡るとき，この‘ＺｉｔａＰｎ，を連想して顔を綻ぱすという｡(3⑩
４．３音韻
イディッシュ語の音韻は，概してそのまま英語に通用するが，ｋｈ(ch）が語
頭に来れば，‘khale，→`hallah，「安息日用パン｣，‘khosid'一`hasid,「ハ
シディズム信徒」のように[x]音が[h]音に変わり，語中，語尾では‘tokhes，けつ
→`tokus，「尻」やKreplakh→Kreplach［kr6plek］「ユダヤ風ワンタン」の
ように［x］音が［k］音に変わりもする。イディッシュ語を第一常用語としな
い人が，イディッシュ系借用語を用いる際，schmaltz［JnQ21ts］を［Jnl2:1ts]，
schmo［Jmo:］をpmou]，またschmuck［Jmuk]を[JmAk］という風に，母
音を英語化させてしまうだろう。
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イディッシュ語を第一常用語とする入念が，イディッシュ語の文中で英語を
借用する際の転訓は，すでに３．３で略述した通りだけれども，彼らがイディッ
シュ語でなく，英語を話すときも，同じ説りが残るはずである。長母音と短母
音，有声音と無声音がしきりに逆転するイディッシュ語靴りは，万才や落語に
おける地方弁同様，演芸や文学作品でも効果をあげている。たとえばマラムー
ド作「ドイツからの亡命者」という短編の中で，主人公のドイツ系ユダヤ人評
論家がナチスのことを“Theyarepigsmazqueradingaspeaco9s，'（やつ
らはグジャク仁見ぜかけている豚野郎だ）と罵り,(3`）‘right，の発音は，いく
ら直されても‘ghight，になってしまう。
ロンドン英語やオーストラリア英語に最も特有の音といえば`paper'[paipo］
の[ａｎだろうし，イタリア語でそれに当たるのは，第１人称複数現在形動詞語
尾の‐ｉａｍｏになろう。そしてイディッシュ語及びイディッシニ風英語で最も
耳慣れする音は‘ｏｙ’だろう。英語の［a:]が[oi］と発音されるので頻度が高
いということもあろうけれども，‘ｏｙ’は何よりも，喜怒哀楽のあらゆるニュ
アンスに即応し得る間投詞として，ユダヤ人の生活にしゑついているからだろ
う。レオ・ロステンは‘ｏｙ，‘ｏｙｏｙ，‘oy-oy-oy，の用法を29通りもあげて
いる｡(3`）‘ｏｙ，の補充として‘ｎｕ(?，！)，‘nu-nu？，があり，これもまた，あ
らゆるニュアンスの顔面表情に即応し得るもののようである｡(87〕
４．４形態
イディッシュ語が英語を借用する際，イディッシュ語の形態にこだわったよ
うに，英語がイディッシュ語を借用する際も，英語の形態を崩さない。
まず名詞の複数形を糸よう。‘ｇｏｙ，「異邦人，非ユダヤ人」のイディッシュ
語複数形‘goyim’は，複数表示の屈折接尾辞一ｉｍを外されて‘goys，とな
り，同様に‘shtetl，「ユダヤ人村落」のイディッシュ語複数形‘shtetlekh’
も‘-lekh，が外されて‘shtetls’となる。
英語‘bakery,「パン屋」の‐eryは，製造所，販売所を表わす派生接尾辞
だが,これをイディッシュ語`knish，「ユダヤ風クレープ」に付けて,`knishery，
「クニッシュ屋」を作る。
イディッシュ語名詞‘shlock，に，形容詞表示の派生接尾辞-ｙを付ければ，
`shlocky,「安っぽい」ができる。
イディッシュ語動詞を借用する際は，人称・数・時制に応じて屈折接尾辞を
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付けなければならない。‘platzen，（burst→｢爆笑する｣）を借用した英語動詞
`plotz，の過去形は，したがって‘plotzed，となり，‘shtup,（fuck）の現
在分詞は‘shtupping’となる。
４．５統語法
文レベルでイディッシニ語の影響が最も顕著なのは，語順と抑揚（イントネ
ーション）の多彩な組承合わせである。まず肯定文を，抑揚の変化だけで，疑
問文にしてしまう方法がある。トロツキーからスターリンに次の電文が届いた
－“Ｙｏｕｗｅｒｅｒｉｇｈｔａｎｄｌｗａｓｗｒｏｎｇ・Ｙｏｕａｒｅｔｈｅｔｒｕｅｈｅｉｒｏｆ
Ｌｅｎｉｎ・Ishouldapologize.，'「貴兄の方が正しく，小生は間違っていました。
貴兄こそレーニンの真の継承者です。お詫びを申さねばなりません」得意満面
のスターリンが赤の広場でこのメッセージを披露したところ，下から風采の上
がらない仕立屋が「スターリン同志，もっと感情をこめて読んで下さい」と呼
びかけた。「それじゃ君が読んでゑたまえ」壇上に招かれた仕立屋は咳払いを
してこう読糸上げた－"Ｙｏｕｗｅｒｅｒｉｇｈｔａｎｄｌｗａｓｗｒ６ｎｇ？Ｙ６ｕａｒｅ
ｔｈｅｔｒｕｅｈｅｉｒｏｆＬｅｎｉｎ？ishouldapologize???１１Trotzky1,,(38） 
逆に相手が問いかけてきた疑問文を，下降調で反復すれば，「何てことをき
くんだ」と非難の気持を表わせる。レオ・ロステンは，“Ｄｉｄｙｏｕｓｅｎｄｙｏｕｒ
ｍｏｔｈｅｒＨｏｗｅｒｓｏｎｈｅrbirthday？，'という文で，前麗詞‘ｏｎ，以外の８語
各点に強勢を置き，ニァアンスがどう変わるか，実験している。もちろん相手
の質問を反復する際，“Ｄｉｄｌｓｅｎｄｍｙｍｏｔｈｅｒ…？,，と人称が変わるわけで，
たとえば‘ｍｙmother，の‘ｍｙ，に強勢を置けば，「君のおふくらさんにも
花を送ったこのぼくが，自分のおふくろを忘れるはずないだる」という意味に
なるそうだ｡(3,）
“smart，ｈｅｉｓｎ，t”と形容詞を先行させ，その抑揚を加減するだけで，皮
肉にも強調にも仕立て得る。このようないわば言葉の合気道が，アメリカ英語
の表現をどれほど溌剛たらしめているか，測り知れないものがある。
ここで，イディッシュ語を第一常用語とするユダヤ人が，英語の語順を，そ
の弾力性の限界ぎりぎりまで，即ち伝達不能の一歩手前まで変換してしまうさ
まを調べてみよう。マラムード作「白痴を先に」という短編の中で，白痴の息
子アイザックを一人旅に出す父親メンデルのせりふだ。
“Ｓｏｉｎｔｈｅｍｏｒｎｉｎｇ,，，Ｍｅｎｄｅｌｇａｓｐｅｄａｓｔｈｅｙｒａｎ，“thereｃｏｍｅｓ 
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ａｍａｎｔｈａｔｈｅｓｅｌｌｓｓａｎｄｗｉｃｈｅｓａｎｄｃｏHee、Eatbutgetchange、
WhenreachesCaliforniathetrain，willbewaitingforyouonthe 
stationUncleLeo.…'，(`o） 
（二人して走りながら，メンデルはあえぎあえぎ言った。「いいな，朝に
なればサンドイッチとコーヒーを売りに来る。食べる前にお釣をもらうんだ
。
』
ぞ
で
レオおじさんが｣）
同じマラムードの短編「魔法の樽」でも，結婚周旋屋のピニニ・ソールツマン
が（おそらく意識的に）花嫁候補の写真数葉の中に自分の娘のスナップショッ
トをしのばせ,神学生レオがそれを選ぶと賛ざめてこう言う－"Excuseｍｅ・
Wasanaccidentthispicture・Ｓｈｅｉｓｎ，ｔｆｏｒｙｏｕ.，'(４１）（｢失礼。偶然まぎ
れ込んだんです，この写真は，あなた向きじやありません｣）語葉における隠
語と同様，構文におけるこのような破格も，イディッシュ語に具わったカウン
ター・カルチャー的，つまり反主流的，挑発的，実験的な特性の－斑を窺わせ
るものである。
４．６語用論的側面
1960年代と70年代に，イディッシュ語表現の人気に目をつけた広告業界が，
とりわけユダヤ系消費者を当て込める商品の宣伝に，イディッシュ語梁をとり
入れ始めた。グルデン社製マスタードの例一"Ｔｈｅｓｍａｒｔ６α〃&OSねｋｎｏｗs
thatgarnishisfarfromgornisht.”「賢い奥様は，つけ合わせが大切なこ
とをご存じです」イディッシュ語‘baleboste,（housewife）を主語とし，英
語‘garnish，「つけ合わせ」とイディッシュ語‘gornisht,（nothing）の語
呂合わせが酒落れているわけだ。
“Ｗｉｔｈｔｈｉｓｖｉｅｗ，whoneedsPalmBeach？”－これは，ハドソンノⅡ西
岸絶壁の上に建った集合住宅を宣伝したもので，これだけ風光明媚なら何もフ
ロリダ州くんだり主で出かける必要はない，という意味になる。イディッシュ
語“Ｖｅｒｄａｒｆｅｓ？'，の直訳とされる“Ｗｈｏｎｅｅｄｓｉｔ，，表現は仲だの曲者だ。
上の例では明らかに「パーム・ビーチなど不必要」となるけれども，ゑるから
に生意気なうぬぼれ屋が“Medicalinsurance？Ｗｈｏｎｅｅｄｓｉｔ？，，「医療保
険だって？だれがそんなもの…」と吐き捨てるように言えば，「あるいは必
要からしれぬ」と意味が逆転してくる。パーム・ビーチの例そのものが，すで
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にひねくれているけれども，医療保険の例は，さらに裏をかいているわけだ。
話し手のタイプ，抑揚の種類によって，この表現はさまざまな変数値を示す。
“Ｗｈｏｎｅｅｄｓｉｔ？”の系として，さらにややこしい“That，ｓａｌｌｌｎｅｅｄ.,，
がある。素直に読めば「それこそ，私に必要なすぺて」だが，その原文と承な
されるイディッシュ語“ｄｏｓｆｅｌｔｍｉｒｎｏｋｈ.''（That，ｓａｌｌｌｌａｃｋｙｅｔ.）は，
不気味なニュアンスを孕む－｢(今までの苦労も足らぬとばかのまたもやそ
んなひどい目にあわされるのか」“Anotherstorm？That，ｓａｌｌＩｎｅｅｄ.，，
つまり暴風雨がまたやってくるなんて，絶対に御免こうむりたい，という意味
になる。
ジェフリー・リーチ箸『語用論』の６．３「アイロニーと冷やかし」で，冒頭
にあがっている３つの例文（34-36）は，何れもイディッシュ語表現の借用で
あり，借用と断るまでもないほど英語表現として市民権を得ているようであ
る｡(ｲ2）
（34）That,ｓａｌｌｌｗａｎｔｅｄ１（それこそ，私が望んだことだ）（直訳）
（35）Withfriendslikehim，whoneedsenemies？（彼のような味方が
いれば，誰が敵を必要としようか）（直訳）
（36）Ｂｉｌｌｗａｎｔｅｄｔｈａｔｎｅｗｓｌｉｋｅｈｅｗａｎｔｅｄａｈｏｌｅｉｎｔｈｅｈｅａｄ.「ピ
ルは頭の真中にあいた穴と同じくらい，そのニュースが欲しかった」（直訳）
（34)の真意は上述の通りであり，（35)の彼は，敵よりもつと始末の悪い友人
であり，（36)は，イディッシュ語“Iｋｈｄａｒｆｅｓ（azoy）ｖｉａｌｏｋｈｉｎｋｏｐ.，，
(Ｉｎｅｅｄｉｔａｓａｈｏｌｅｉｎｔｈｅｈｅａｄ.）の応用に過ぎない。つまり何よりも耳
にしたくないのが，「そのニュース」である。
人前で吐露すれば反社交的になってしまう本心を，一応オブラートでくる染
はするけれども,そのオブラートがすけすけで,結局本心の伝達を果たしてしま
う仕掛け－これがアイロニーである。オブラートでくるんだ部分を`pseudo‐
climax，「擬似クライマクス｣，本心伝達の部分を‘super-climax，「極限クラ
イマクス」と呼んでもよかろう。(`3）上記の３つの例文では，下へ進むほど，ダ
ミーと本物のクライマックスがより対照的になってくる。その対照を段も明確
に示す例として，ユダヤ人の呪い言葉を２つだけあげて置こう。
“Mayyouprosperlikethesaloonkeepｅｒｗｈｏｊｕｓｔｂｕｒｉｅｄｔｈｅｌａｓｔ 
ｄｒｕｎｋｉｎｔown.，，い`）（酒場の主人のように繁昌しますように，但し町で最後
の呑兵街を埋葬した後のね）
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“ＭａｙGod，scountenanceshineuponyoulikethｅｍｏｏｎａｔｔｈｅｅｎｄ 
ｏｆｔｈｅｍｏｎｔｈ.''(`、（神のお顔があなたの上に輝かんことを，但し細い三日月
のようにね）
語用論的側面には，当然社会学的事象が介入してくる。少数集団としてのユ
ダヤ教徒は，圧倒的主流たるキリスト教徒のクリスマス祝賀を強制されている
ような気分らしく，‘SantaClaus，を‘SantaKlutz（とんま)，と呼んだり，
`MerryＸｍａｓ，を‘MerryKratzMikh（背中を掻いてくれ),と言い換え
たり，“Deckthehallswithboughsofholly'，（ヒイラギの枝で広間を飾
れ）という有名な讃美歌の‘holly,を‘khallah，「安息日用パン」とわざわ
ざ摩擦音を響かせて発音するなど，ユーモラスな地口で応酬しているようだ。
5．結
義明
イディッシュ語と英語の相互作用で主導権を握ってきたのは勿論英語の方で
あり，とくにユダヤ系新移民が同化にこれ努めていた間は，アングロ・サクソ
ン系主流社会でそのまま通用するきまり文句をせっせと導入し，日常会話だけ
でなく文語からもイディヅシュ語臭を消し去ろうと懸命であった。当時新移民
たちが英語学習に用いていたアレグザンダー・ハルカヴィの『英イ対訳模範書
簡集』（1892)〔４０)は,彼らの真剣な同化志向に副うという意味では無類の好著だ
ったとされる。
別にイディッシュ語を使わずとも，英語でユダヤ的な考え方や感じ方を表わ
せるようになったのは，ゲットー住民の言語習慣を活写したヘンリー・ロスの
Ctzノノ〃SJcGp『その名は眠り』（1934）あたりからだろう。ユダヤ系作家たち
が，イディヅシュ語の語棄や構文を交えて，ユダヤ性への愛着を表明し始める
のは1950年代に入ってからであり，マラムードはセピア色のYinglishで効果
をあげ，ベローは「母語」を格調高く引用し，ロスの場合は隠語一辺倒という
感じさえする。いずれにせよ，このようにイディッシュ語を捨て切れないのが，
三者共通の創作態度だとすれば，シンシア・オジックならずとも，本質的にキ
リスト教徒の言語たる英語で，ユダヤ的概念を核とした真にユダヤ的な小説が
一体書けるのかどうか，危倶の念なきを得まい。英語の糸に頼る精神生活では
不安だからこそ,イディッシュ語の本性がたえず問われているのだろう。
マラムードに「物言う馬」（"TalkingHorse，'）という短編があり，まさに
その物言う馬アブラモヴィヅチこそ，アメリカにおけるイディッシュ語の象徴
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だ，とする見解がある｡(４７〕この奇妙な馬は，聾唖の主人ゴールドバーグがモ
ールス信号で出す問いに，人間の肉声で答える曲芸をなりわし､としている。逆
に馬の方から主人に質問を試承ると，主人は烈火のごとく憤り，殴って脅しつ
ける。馬はサーカスの観衆に「助けてくれ，ここから出してくれ，ぼくは君た
ちと同じ人間だぞ，これじゃ奴隷だよ，自由にしてくれ」と呼びかける。やが
て馬は主人に襲いかかり，主人が馬の耳をひっつかんだ拍子に，頭と首が抜け
てしまう。中から鼻眼鏡をかけ，黒い口鬚を生やし，眼光燗をたる40歳代前半
の男が姿を現わし，馬の外皮から引き抜いた両腕で主人の首をしめつける。ア
ブラモヴィヅチはへそのところまで馬の体から脱げ出し，半人半馬の姿で，野
原を横切り森へ入って行く。
「物言う馬」の名前アブラモヴィッチは，第一章で述ぺた通り，イデ副ツシ
ュ文学の祖父と称されたメンデレ・モイヘル・スフォーリムの本名であり，そ
の壮年時代の風貌も，上の描写と相違しないから，まさにイディッシュ語の象
徴と解してよかろう。他方，馬の質問で自分の正体がばれるのを柿れ，暴力で
黙らせた聾唖の主人ゴールドバーグは，同化に汲点としてユダヤ性の表出には
耳もロもかそうとしない俗悪タイプのユダヤ系アメリカ人とみてよかろう。
半人半馬というのは神話的比嚥だから，重層的解釈が可能である。標準イデ
ィヅシュ語と野放図に借用された外来語要素の関係，あるいはぼろ布の寄せ集
め糸たいなイディッシニ語と綾錦のように織り上がったイディッシュ文学の対
照，という考え方もできる。さらに半人を意識，半馬を意識下と置けば，半馬
は俗臭芥☆として攻撃性鯵勃たる呪咀，隠語，皮肉，調刺等の獣的人間像，半
人はそれを聖者，賢人の悟りの境地にまで昇華させた理性的人間像ということ
になろう。「善は悪の椅子に坐る」というハシディズムの教え通り，善と悪の
間には相関と互換性があり，この半人半馬的人間観を驚くべき振幅で描出した
のが，ＬＢ,シンガーの作品に他ならない。
半人半馬のアブラモヴィヅチが森に入ったというのは，中心よりもむしろ周
縁で生きようという意図を窺わせるもので，言語のロピン・フッドといわれる
イディッシュ語の本質をよく表わしている。権力者のふところに入り込んで混
乱を巻き起こし，富者から盗んで貧者に分け与え，身分の如何にかかわらず客
人を厚くもてなしたというロピソ・フッドの生き方は，まさに融合言語的であ
る。
イディッシュ語の発達からも推察される通り，融合言語は，異文化，異教が
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相交わる境界線上で発達するものだろう。ある国家に属しながらその正式な一
員とは認められなかった離散ユダヤ人同様，彼らの言語たるイディッシュ語も，
永遠の周縁言語，パーリア言語となる他なかった。パーリア民族でも資質は主
流民族のそれに劣らないことを遺憾なく実証したのがユダヤ人であり，その歴
史と文化が溶け込んだるつぼとして，イディヅシュ語は，内容だけでなく凝集
性と鮮度に秀でた表現表象を湛えている。
梅力を持たず，ひたすら為政者の理性に訴えるしかすべのない民族が，非理
性的言動の批判に有効な表現を発達させるのは当然で，芳しからぬ人間のタイ
プや心理について，イディッシュ語ほど多彩な形容語句を其えた言語は稀だろ
う。勢い，上位言語側にとっては恰好な俗語・隠語源となる。また正面切って
の非難は身の危険を招くから，本心とは裏腹の皮肉っぽい表現，アイロニーの
技巧が常套となる。イディッシュ語は，百戦練磨の「カウンター・カルチャ
ー」言語で，かりに将来その話し手の分布が統計的に無意味なほど稀薄化して
も，その精神とリズムは上位言語に乗り移って生き氷らえるだろう。だからこ
そ，シソシア・オジックは，英語で執筆しながらも，それを「新しいイディヅ
シュ語」（anewYiddish）と称しているのである。
再考して柔れぱ，半人半馬的でない人間の言語などあり得べ<もない。「ユ
ダヤ人は他民族同様に人間的だ，ただ他より余分に人間的なだけである（only
moreso)」とよくいわれるが，イディッシュ語の場合も，他言語より一寸余分
に半人半馬的ということだろう。崩れたドイツ語という印象は拭いがたく，高
踏派の詩を万才調で朗読するような可笑しゑは，どうしてもイディッシュ語に
つきまとう。しかし人間存在とはそうしたもので，そのちぐはぐの可笑し詮を
奔放鮮烈に露呈してきたからこそ，この言語は軽蔑され，嫌悪されるとともに，
尊重され，愛好されているのである。
（この論文は，昭和62年度文部省科学研究費補助金によるリサーチの一部をな
すものです｡）
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化的でもない゜ハイネ，フロイト，カフカを生糸出したくディアスポラ＞の精神的
風土がアメリカにはないのだ。ユダヤ系アメリカ文学など，ノーベル戯作家も含め
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